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  第 60 回通常総会 
 
  次 第 

1. 開会のことば 

2. 資格審査並びに総会成立宣言 

3. 議長選出 

4. 議事録署名人及び書記任命 

5. 選挙管理人選出 

6. 理事長挨拶 

7. 来賓祝辞・祝電披露 

8. 議案審議 

9. 役員挨拶 

10. スローガン採択 

11. 議長及び書記解任 

12. 閉会のことば 

 

 

議  案 
第 1号議案   平成 17年度 活動報告の承認に関する件 

・Ⅰ-1 労福協一般事業活動報告 

・Ⅰ-2 労福協富山労働福祉協議会活動報告 

                ・Ⅰ-3 富山県勤労者総合福祉センター活動報告 

 第 2号議案   平成 17年度 決算報告の承認に関する件 

                ・Ⅱ-1 労福協一般会計決算報告 

・Ⅱ-2 労福協特別会計決算報告 

                ・Ⅱ-3 会計監査報告 

第 3号議案  平成 18年度 事業計画の承認に関する件 

・Ⅲ-1 労福協一般事業計画 

・Ⅲ-2 労福協富山労働福祉協議会事業計画 

                ・Ⅲ-3 富山県勤労者総合福祉センター事業計画 

第 4号議案  平成 18年度 予算の承認に関する件 

・Ⅳ-1 労福協一般事業予算 

・Ⅳ-2 労福協特別会計予算 

第 5号議案  平成 18年度借入金最高限度額の承認に関する件 

第 6号議案  富山県労働者福祉事業協会の諸規定改正に関する件 

第 7号議案  任期満了に伴う役員改選に関する件 

添付書類  Ⅰ平成 17年度㈱ボルファートとやま事業報告と決算報告 

Ⅱ平成 18年度㈱ボルファートとやま事業計画と収支計画 

 

 

 

 



第 1 号議案  平成 17 年度活動報告の承認の件

Ⅰ-１ 労福協一般活動報告 

１．労福協一般活動報告 
（1） チャリティー映画上映会 

     福祉講演会の位置づけとして連合富山との共催で、骨髄バンク創設へ苦闘母の愛と命

の尊さ描いた感動の人間ドラマ「火火」を上映しました。 

日  時  平成 17 年 5月 15日（日） 

場  所  午前の部 午前の部 10：00～高岡文化ホール（大ホール） 

午後の部 午後の部 14：00～ボルファートとやま 2階ホール 

   参 加 者  各会場 100名 全体 200名 

内  容  チケット売上げの一部を「骨髄バンク事業」の普及・発展に向け富山県社会

福祉協議会にボランティア基金として寄付（７万円）をしました。 

（2） 第 44回労働者福祉講演会 

  平成 17年度事業計画の災害ボランティア普及活動 

の一環として講演会を開きました。 

日  時  平成 17 年 10月 11日（火）午後 2時 

参 加 者  74名    

場  所  ボルファートとやま 「琥珀」 

演  題  「ボランティアとＮＰＯの社会的役割」 

講  師  早瀬 昇 大阪ボランティア協会事務局長 
 

（3） 平成 18年度ライフ支援セミナー 

 日時、場所 ・富山会場 3 月 18 日(土)  9：00～12：00 ボルファートとやま 

・新川会場 3 月 18 日(土) 13：30～16：30 新川文化ホール 
・高岡会場 3 月 19 日(日)  9：00～12：00  高岡商工会議所 
・砺波会場 3 月 19 日(日) 13：30～16：30  文化創造センターヘリオス 

参 加 者  富山―27名・新川―19名・高岡－25名・砺波－31名  

講  師  社会保険労務士、北陸労働金庫お客様サービスセン

ター富山の津幡店長、全労済富山県本部の大友部長に

講師を要請しました。 
内  容  「年金と退職金」「継続雇用制度と賃金」「50 代から

のライフプラン」として 50代からの生活設計について

講演を頂いた。参加者から「年金等わかり易く良かっ

た。今後のライフプランを考える上で大変参考になっ

た」との感想が多く寄せられました。 
 

（4）勤労者の健康維持増進事業 

①富山県勤労者第 15回ビーチボール大会 

開 催 日  平成 17年 6月 4日（土）午前 9時 30分 

開催場所  ふるさとパレス（太閤山ランド内） 

   競技種目  男女混合（男子 2名まで、女子 2名以上） 

   参 加 者  42 チーム  230名 

   成  績  優勝 中越パルプ労組Ａチーム 

次勝 タカギセイコー労組Ａチーム 

参勝 立山アルミ労組Ｂ・高岡市職労Ａチーム 
 



  

② 第 17回労福協チャリティーゴルフコンペ 

  開 催 日  平成 17年 10月 20日（木）午前 8時 45分 

開催場所  八尾カントリークラブ 

    内  容  18ホールストローグプレー 

    参 加 者  34名 

    成  績  優勝  中川義雄（北陸電労） 

         次勝  三辺 進（全労済富山）  

         参勝  濱井裕喜（STプロダクツ）  

③第 39回勤労者ソフトボール大会 

開 催 日  平成 17年 10月 1日（土）午前 9時 

開催場所  富山市 県岩瀬スポーツ運動公園 

競技種目  男女混成ソフトボール大会 

参 加 者  10チーム 

成  績  優勝 富山市職員組合環境支部  

          次勝 タカギセイコー労働組合 

          参勝 三協アルミ労働組合・立山アルミ労働組合 

    最優秀選手 多賀 泰治（富山市職員組合環境支部）     

    敢 闘 賞  平田ともこ（タカギセイコー労働組合） 

 

 （5）2005年全国労働者福祉強化月間行事 

    日  程  平成 17年 11月 

    内  容  中央諸官庁に対する要請行動とあわせて、各職場オルグ、ポスター掲示 

等の啓発普及をはかり、又、福祉事業団体の協力を得て、県下各地区毎 

に懇談会を行いました。 

 （6）平成 18年富山県労働界新年祝賀会（通算 47 回） 

    開 催 日  平成 18年 1月 6日（金）午前 10時 

    開催場所  ボルファートとやま 2階 「大ホール」 

    参 加 者  労働組合、労働団体、労働福祉事業団体、労働関係各種委員代表 

    来  賓  政党、富山県、市、労働所轄官庁代表、等    350 名 

（7）第 26回労福協 家族・児童スキー・スノボードのつどい 

    開 催 日  平成 18年 2 月 18日(土) 

    開催場所  あわすのスキー場（富山市粟巣野） 

    参 加 者  連合富山加盟労組の組合員とその家族  200 名 

    内  容  初心者・初級・中、上級者（スキー）、初心者・

初級者（スノーボード）の指導員によるスクール  

 （8）文化助成事業 

    第 16回勤労者囲碁・将棋大会 

    開催日時  平成 17年 12月 17日（土）9時 30分 

    開催場所  自治労会館 「３階ホール」 

    参 加 者  囲碁の部 28名  将棋の部 34名  

 

 

 

 

（9）地域労福協 



  

①魚津地域労働者福祉事業協会第 11回定期総会 ５月２７日 日本カーバイド厚生会館 

平成 16年度活動と決算報告を承認し、平成 17年度活動計画と会計予算を決め、会長に扇谷

和暢（日カ退職友の会）、副会長に長 祐二（労働金庫・日本カーバイド）、事務局長に清河 貢

（日カ退職友の会）を選出しました。 

年間の会議は、総会、幹事会、三役会、事務局会議などを開き、魚津地域労福協を運営し

ています。日常の主な事業としては、４月 29日に地区メーデー、７月３日にパークゴルフ大

会、９月 25日にバスハイキング、１月 20日に新年祝賀会、３月 12日に介護保険制度改正勉

強会を開催しています。 

②新湊地域労働者福祉事業協会第 12回定期総会 ７月 29日 北陸労金新湊支店 

平成 16年度活動と決算報告を承認し、平成 17年度活動計画と会計予算を決め、会長に池田

勝機（ＪＦＥマテリアル）、副会長に前木場 昭（ｱｲｼﾝ軽金属）・澤村 理（新湊市職）・尾山晴

康（ﾀｶｷﾞｾｲｺｳ）、事務局長に芝木良一（三精工業）、事務局次長に高瀬敏嗣（北陸労金）を選出

しました。 
 年間の会議は、総会、構成単組代表者会議、幹事会、事務局会議、ガソリン三社連絡会議な

どを開き、新湊地域労福協を運営しています。ガソリン供給事業は平成１７年度で事業停止し

ましたが、日常の主な事業としては、４月 28日に新湊地区メーデー、９月 4日に新湊市勤労者

ソフトボール大会、１月６日に新年祝賀会、３月４日に射水市親子囲碁・将棋大会（６０名参

加）を開催しています。また、新湊市の「老人保健福祉計画策定委員会」や「社会問題協議会」

などに出席しています。なお、事務所は５月３１日に移転します。 

（10）事業団体ＯＢ会総会  

総会を８月２２日・ゆ～とりあ越中で開き、南 信弘・代表幹事のご挨拶、川上洋一・幹事

の「運営に当たっての幾つかの提案」など議案説明あり、ＯＢ会会計を確立することや現役(企

画委員)の総会参加等、質疑意見交換がされました。 

新役員には、会長に南 信弘、副会長に廣田岩雄・米田 実・坂野忠雄、事務局長に川上洋

一、幹事に百沢 武・増田輝彦・古田幸一・東 洋治・奥村幸雄、監査に水野 勲・的山勇治、

事務局・会計に宮本久雄・西田 晋・森 美代(会計)を選出しました。 

（11）平成 17年の国際交流事業 

富山県勤労者日中友好交流センター 事業   

・６月 13日～20日(四川省、成都、黄龍・廬山)     １０名 

連合富山第 8次訪中団（遼寧省総工会訪問）  

・9 月 22日～29 日(瀋陽、招興市、上海、大連)     １６名 

    ＩＬＯ海外労働事情調査団派遣 

・ 10月 11日～20日                  ４名 

・ イギリス（ロンドン）、ドイツ（ベルリン）、フランス（パリ)  

富山－上海線就航記念初便要請先見団訪中 

・10月 23日(日)～27日(上海、北京・先見団)にも参加  

富山県勤労者日中友好交流センター事業     

・11月 13日～20日(黄山・廬山)            １１名 

富山-上海線就航要請団訪中 

・ 11月 20日(日)～24日(上海、北京への要請)にも参加 

富山労福協企画（富山－上海線就航記念） 

・ 平成 17年 12月 8日～11日(上海、桂林)        １０名 

（12）勤労者福祉サービスセンターの広域化に向けて 

連合富山、労福協と富山県、富山市、高岡市、県経営者協会、富山ＳＣ、高岡ＳＣの



  

構成で関係機関相互の理解を深め既設サービスセンターの活性化・自立化・広域化を図

り、サービスセンターを全県設立に向け協議しました。 

第１回富山県中小企業勤労者協議会（議長：長良健二労働雇用課長）は、平成１７年

７月２２日、第２回は、１１月２４日に開き、新たなサービスセンター設置や広域化に

向け取り組みを強化・運営状況の改善、会員拡大や事業内容の充実の取り組みを図るた

め、先進サービスセンターを視察しました。 
４月２７日に岐阜県 中津川・恵那地域勤労者福祉サービスセンター 
４月２８日に愛知県 知多地区勤労者福祉サービスセンター 

（13）情報宣伝活動 

    ・機関誌「とやま労福協｣年間 5回発行（35号 36号 37号 38号 39号）26,000 部 

・「労働日記」 300 部発行 

・ＨＰによる「事業紹介」  

 

（14）政策・制度要求に関する取り組み 

①予算要求 

団体名 要 請 事 項 平成 18 年度要請額 平成17年度予算措置額 

労福協主要事業補助金 

ILO海外労働視察団派遣 

4,483 

600 

 5,273 

900 

 

労 福 協 

補 助 金 計 5,083  6,173  

富山県勤労者生活資金融資制度預託金 

・ 勤労者生活資金 

・ 離職者生活安定資金 
150,000 0.02％ 300,000 0.02％ 北 陸 労 働 

金 庫 

預 託 金 150,000  300,000  

基本財産出捐金 

体質強化資金 

2,700 

150,000 

 

無利息 

2,700 

150,000 

 

無利息 

出 捐 金 2,700  2,700  
勤 信 協 

預 託 金 150,000  150,000  

事業推進に関する要請 

・補助金 

 

1,615 
 

 

1,900 

 

福 祉 基 金 

補 助 金 1,615  1,900  

小  計 

労福協補助金要請額 

預託金要請額 

勤信協出捐金要請額 

福祉基金対策費 

5,083 

300,000 

2,700 

1,615 

 6,173 

450,000 

2,700 

1,900 

 

合  計 計 309,398  460,773  

 



  

２．総会・理事会・委員会の概要 
 

（1）第 57回通常総会 

日時・場所 

出席会員数 

主 要議 案 

 

平成 17 年 5月 25日 午前 10時 30分 ボルファートとやま ４階 ｢翡翠｣ 

8 団体 18名出席 

第 1号議案   Ⅰ-1 平成 16年度労福協事業報告 

  Ⅰ-2 平成 16年度労福協一般会計・特別会計報告 

       Ⅱ  平成 16年度勤労者総合福祉センター決算報告 

       Ⅲ  会計監査報告 

第 2号議案  平成 16年度勤労者総合福祉センター損益金処理承認に関する件 

第 3号議案  平成 17年度労福協一般事業計画並びに予算に関する件 

第 4 号議案  平成 17 年度富山県勤労者総合福祉センター計画（案）並びに収支

予算(案)承認に関する件 

第 5号議案  平成 17年度借入金最高限度額の承認に関する件 

第 6号議案  欠員役員(常務理事)の補充に関する件 

添付書類  Ⅰ平成 16年度㈱ボルファートとやま事業報告と決算報告 

Ⅱ平成 17年度㈱ボルファートとやま事業計画と収支計画 

＜役 員＞ 

 理 事 長 草嶋安治    理  事 石黒 博    理  事 今井順一 

 副理事長 三辺 進    理  事 毛利和博    理  事 北宮英明 

 副理事長 鈴木光男    理  事 小西陽一    理  事 金戸範久 

 専務理事 宮本久雄    理  事 瀬川 亨    理  事 高藤林蔵 

 常務理事 西田 晋    理  事 尾谷康弘    監  事 工藤邦雄 

 理  事 川悦郎    理  事 上野友行    監  事 松浦 均 

 理  事 山本敏夫    理  事 小松 隆    監  事 若松 正 

 理  事 永田博樹    理  事 藤畑総司     

 理  事 鶴木清人    理  事 安東 誠     

  

（2）第 58回臨時総会 

日時・場所 

出席会員数 

主 要議 案 

平成 17年 8月 10日 越中庄川荘 ｢会議室｣ 

8 団体 23名出席 

理事・監事の選出 

＜役 員＞ 

 理 事 長 草嶋安治    理  事 石黒 博    理  事 今井順一 

 副理事長 三辺 進    理  事 毛利和博    理  事 北宮英明 

 副理事長 鈴木光男    理  事 小西陽一    理  事 金戸範久 

 専務理事 宮本久雄    理  事 瀬川 亨    理  事 今福政敏 

 常務理事 西田 晋    理  事 尾谷康弘    理  事 高藤林蔵 

 理  事 川悦郎    理  事 上野友行    監  事 工藤邦雄 

 理  事 山本敏夫    理  事 小松 隆    監  事 松浦 均 

 理  事 永田博樹    理  事 藤畑総司    監  事 宮川泰明 

 理  事 鶴木清人    理  事 安東 誠     

 

（3）第 59回総会 



  

日時・場所 

出席会員数 

主 要議 案 

平成 18年 3月 27日 ボルファートとやま 4階 ｢翡翠｣ 

8 団体 26名出席 

富山労福協平成18年度事業計画骨子 

富山労福協平成18年度会費及び収支予算 

 

（4）理 事会 

回 次 年 月 日 主 要 議 題 

212 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.5.25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動日誌 

会務報告 

承認事項 

・プール跡地活用の誘致に関する対応 

・労福協「寺西常務理事」死去に伴う緊急の対応 

協議事項 

・第 57回通常総会議案書の件 

・労福協役員選考委員会の改選事業団役員推薦 

・役員報酬特別委員会の委員選出 

・第 39回富山県勤労者ソフトボール大会実施要綱 

・当面の取り組み 

事業団体からの報告 

213 

 
 

17.8.10 

 

 

活動日誌 

会務報告 

承認事項 
・役員選考委員会の確認 
・労福協役員報酬特別委員会の確認 
・労福協センター月次決算報告 

・富山県勤労者住宅生活協同組合の整理しなければならない諸問題 

・富山県中小企業勤労者サービスセンターに関する件 
・富山県労働福祉基金に関する件 
協議事項 

・平成１７年度ＩＬＯ海外労働事情視察団派遣 

・連合富山第８次日中友好派遣団          

・事業団体ＯＢ会総会開催     
・パークゴルフ開催 
・労福協チャリティーゴルフ開催 

・ボランティア講座（仮称）開催 

・2005年度「政策・制度、予算要求」取り組み 

事業団体からの報告 



  

214 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.11.16 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動日誌 

会務報告 

承認事項 

・富山県労働福祉基金に関する件 
・事業団体相互対策基金の追加融資に関する件 
・富山県勤労者総合福祉センター（労福協センター）報告 

協議事項 

・平成１８年度政策と予算要求に関する件 

・地域労福協づくりに関する件 
・労福協「児童・勤労者第 26回スキーのつどいに」関する件 

・事業団体新年祝賀会式次第に関する件 
・2006年労働日記発行に関する件 

事業団体からの報告 

215 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.1.6 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告 

会務報告 

協議事項 

・富山県生協からの申入れ対応 

・富山労福協センター対策 
・事業団体相互対策基金 
・当面の取り組み 

地域労福協づくり 

児童・勤労者スキーのつどい 

・その他 

ボランティアクラブ 
富山労福協通常総会の開催日程 

事業団体からの報告 

216 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.3.27 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告 

会務報告 

承認事項 

・第 215回理事会議事録 

協議事項 

・労福協センターの経営改革 
・役員選考委員の選出 
・富山労福協５０周年記念事業 
・富山労福協諸規程の見直し 
・当面の取り組み 

・第６０回通常総会の開催 
事業団体からの報告 

 

 

 

 

（5）三役会議 



  

回次 年 月 日 主 要 議 題 

17-1 17.4.12 人事 

今後の課題 

17-2 17.5.18 富山労福協第 57回通常総会 

富山労福協第 212回理事会 

役員選考委員の経過と答申 

住宅生協理事会 

当面の課題 

17-3 17.6.22 富山労福協理事会(臨時総会) 

平成 17年度 ILO労働事情視察団派遣 

連合富山第 8次訪中団派遣 

役員報酬特別委員会の答申 

当面の課題 

17-4 17.12.26 富山県生協からの申入れ経過と労福協の見解 

労福協センターの抜本的な改革に向けて 

4 団体合意書の基づく当面の進め方 

理事会日程 

当面の課題 

17-5 18.1.25 富山労福協「事業団体役員選考に関する委員会」の設置 

労福協センターの抜本的な改革に向けて 

前回理事会議事録の扱い 

17-6 18.3.13 富山労福協「事業団体役員選考」の答申 

八尾カントリークラブ保証金証書の扱い 

社団法人富山県労働者福祉事業協会の出資金 

 

（6）四役会議 

回次 年 月 日 主 要 議 題 

17-1 

 
 

17.8.10 

 

労福協の臨時総会と理事会の議案書 

労福協の会館事業とボルファート会館委員会 
富山県勤労者住宅生活協同組合の課題と今後の対応 
事業団体相互対策基金からの貸付 

17-2 17.11.16 第 214回理事会議案 

富山県労働福祉基金に関する件 

事業団体相互対策基金の追加融資 

富山県勤労者総合福祉センター（労福協センター）報告 

平成 18 年度政策と予算要求 

地域労福協づくり 
ボランティアクラブ 
労福協「児童・勤労者第26回スキーのつどい」 
事業団体新年祝賀会式次第 

  2006 年度労働日記発行 

富山県勤労者総合福祉センター（労福協センター）の対応 

労福協職員の採用について 



  

17-3 

 

17.12.26 富山県生協からの申入れ経過と労福協の見解 

労福協センターの抜本的な改革に向けて 

4 団体合意書の基づく当面の進め方 

理事会日程 

当面の課題 

17-4 18.2.3 事業団体相互対策基金 

富山県生協の問題 

役員手当 

選考委員の確認 

17-5 

 
 

18.3.16 

 

八尾カントリークラブ会員券の扱い 

会計報告での出資金扱い。 

第 59 回総会及び第 216 回理事会 

 

 

（7）企画委員会 

回 次 年 月 日 主 要 議 題 

172 

 

17.4.8 

 

第 171回企画委員会議事録承認 

・日誌報告 

・会務報告 

富山労福協主な会議と行事 

協議事項 

・連合第７６回富山中央メーデー 

・福祉映画上映会 
・富山労福協平成１６年度一般会計決算 
・富山労福協「平成１７年度事業計画」の具体化 
・富山労福協平成１７年度会費及び収支予算の承認 
・富山労福協センターに関する件 

その他  
・中央労福協主催の全国研究集会   

・富山県勤労者日中友好交流センター   

・当面の日程    

事業団体報告 

173 17.5.12 第 172回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

・富山労福協主な会議と行事 

・労福協緊急１７－１三役会議 
・プール跡地活用の誘致に関する対応 

・労福協「常務理事」死去に伴う緊急の対応 

・１７年度第１回役員選考委員会    

・労福協と労福協センターの１６年度会計内部監査 

 ・連合富山第７６回メーデー   

・中小企業勤労者福祉サービスセンター視察に関する件 



  

中央・中部労福協 

・中部労福協第１回幹事会 

・全労済主催「退職準備教育研修会(ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ要請講座)」 

各種団体関係 
・富山県消費者団体連絡会第３回幹事会   

  ・富山県勤労者日中友好交流センター   

・北陸労金富山県本部ろうきん推進会議  

協議事項 

・福祉映画上映会 

・富山県「市町村労働行政主管課長会議」の議題調整 

・富山県勤労者住宅生活協同組合第４０期総会 

・富山労福協５７回総会(平成１７年度総会)に関する件 

・富山県勤労者日中友好交流センター第１６回定期総会の件 

・中央労福協主催の全国研究集会  

・富山県消費者団体連合会第２回総会(１７年度総会)  

・第 39回富山県勤労者ソフトボール大会 

その他  

・役員報酬特別委員会の設置 

・ボルファートとやまビアホールへの協力          

・連合富山ゆとりコンペ  

・第１５回ふれあいビーチボール大会 

・富山市勤労者ソフトボール大会実行委員会への参加 

・第 12回富山県市町村対抗囲碁団体戦「ビック碁」実施要綱   

・あすを拓く文化協会「さわやかコンサート」 

・当面の日程    

・事業団体総会予定 

各事業団体報告 

174 17.6.9 第 173回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・富山労福協主な会議と行事 

・第 173回定例企画委員会  

・第 57回通常総会  

・第 212回理事会  

・17年度役員選考委員会 

・富山労福協福祉映画上映会           

  ・第１５回ふれあいビーチボール大会  
・労福協１７－２回三役会議     

・地域労福協 

・魚津地域労働者福祉事業協会第 11回定期総会  

・福祉事業団体関係 

・北陸労金富山県本部ろうきん推進会議   

・富山県生活協同組合第 46回通常総代会   



  

・富山北モータープール第 11回株主総会   

・富山県勤労者信用基金協会理事会        

・ボルファートとやま第 14期総会              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・北陸三県連合・労福協と北陸労金連絡会議   

・中央・中部労福協関係 

・中央労福協主催の全国研究集会     
・行政関係 

・富山県市町村労働行政主管課長会議   
・北陸新幹線起工記念 建設促進大会  

・富山市勤労者ソフトボール大会 
・外郭・友誼団体 

・中小企業勤労者福祉サービスセンター視察 
・富山県勤労者日中友好交流センター第１６回定期総会 
・富山県消費者団体連合会第２回総会(１７年度総会)  
・共同募金配分委員会 

  ・富山県ボランティア総合支援センター 

協議事項 

・2005年～2006 年度政策・制度要求の取り組み      

・富山労福協の確認されている今年度の重点課題 

・平成１７年度事業計画の具体化   
・平成１７年度ＩＬＯ労働事情視察団派遣について 
その他 
・中部会館協議会総会        
・ボルファートとやまビアホールへの協力           

・富山労福協の情報誌「とやま労福協」発行 
・企画委員の変更と歓送迎会の予定 
・日程表 
各事業団体報告 

175 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.7.19 第 174回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・１７年度（１～４回）役員選考委員会の選考確認 

・１７年度 1回役員報酬委員会    

・中部会館協議会総会 

 ・労福協センター月次決算報告（貸借対照表・損益計算表） 

 ・富山県勤労者住宅生活協同組合の整理しなければならない諸 

  問題 

協議事項 

・平成１７年度ＩＬＯ労働事情視察団派遣について    

・連合富山第８次日中友好派遣団           

・常勤役員会の開催について 
・理事会（臨時総会）の開催について 



  

 ・事業団体ＯＢ会総会の開催について           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・富山県労働福祉基金の事業財政強化に向けて 

・富山県内の勤労者福祉サービスセンター強化に向けて 

・パークゴルフの開催について 

・労福協チャリティゴルフの開催について 

・2005年度「政策・制度、予算要求」の取り組み      

その他 

・第５６回富山県勤労者美術展開催要項       

・ＮＰＯ全国フォーラム ２００５北陸信金会議   

・環境にやさしい「連合エコライフ２１」      

・公の施設への指定管理制度の導入 

・個人情報保護規定 

・日程表 

各事業団体報告 
176 17.8.22 第 175回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・第 58回臨時総会 

・労福協平成 17年度第 1回四役会議   

 ・労福協平成 17年度第１回実務者会議   

協議事項 

・「けんせいきょう祭り 2005」     

・連合富山第８次日中友好派遣団            

・ＩＬＯ海外労働事情調査団派遣壮行会 

・ボランティア講座（仮称）開催 

・事業団体ＯＢ会総会の開催     

・パークゴルフの開催 

・労福協チャリティゴルフの開催 

・2005年度「政策・制度、予算要求」の取り組み      

その他  
・県内の新しい労働福祉運動のあり方を検討 

・政策・制度要求に関する取り組み 

・ボランティアクラブの立上げ準備活動 

・地域労福協づくり 

・指定管理者制度の研究 

・退職前セミナー 
・勤労者美術展 
・富山県勤労者日中友好交流センター 深秋の中国 

各事業団体報告 
177 

 

 

 

17.9.14 報告事項 

・日誌報告 

・会務報告                        

・富山労福協関係 



  

 ・事業団体ＯＢ会総会   

・中央労福協関係 

・事業団体・地方労福協合同会議 、 

 ・(財)富山県労働福祉基金の取り扱い        

・「けんせいきょう祭り 2005」 

・連合富山の第８次訪中団派遣                

・労福協センター月次決算報告（貸借対照表・損益計算表）   

協議事項 

・福祉講演会（ボランティア講座）開催 

・(財)富山県労働福祉基金の取り扱い 

・新しい労働福祉運動のあり方を検討 

・その他 

・ＩＬＯ海外労働事情調査団派遣の壮行会開催 

・政策・制度要求に関する取り組み 

・退職前セミナー準備に向けた実務者会議 

・連合富山定期大会議案書 

・富山県勤労者日中友好交流センター 深秋の中国 
各事業団体報告 

178 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.10.4 第 177回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・富山労福協関係 

・ＩＬＯ派遣団の打合せ   

・ＩＬＯ派遣団の壮行会     

・消団連第２回幹事会           

・福祉講演会（ボランティア・ＮＰＯ講座） 

・富山県第３９回勤労者ソフトボール大会 

 ・地域労福協関係 

・新川チャリティボーリング大会    

・中央労福協関係 

・エイジレス社会への挑戦第３回会議 

・福祉事業団体関係  

協議事項 

・政策・制度要求に関する取り組み 
・退職前セミナー準備  

  その他 

  ・労福協第４４回福祉講演会（ボランティア・ＮＰＯの社会的役

割） 

 ・労福協 チャリティゴルフ大会 

 ・連合富山定期大会 

 ・消団連「富山県消費者条例」勉強会 

各事業団体報告 



  

179 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.11.2. 第 178回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告                        

・富山労福協関係 

・福祉講演会（ボランティアとＮＰＯの社会的役割）開催 

・労福協 チャリティーゴルフ大会 

・地域労福協関係 

  ・中央労福協関係 

・中部労福協関係  

協議事項 

・平成１８年度労働者福祉施策に関する予算要請 

・事業団体新年祝賀会式次第 

・労福協「児童・勤労者第 26回スキーのつどい」 

その他  

・職員の採用 

・2006年度労働日記発行に伴う名簿の報告 

・富山－上海定期便就航記念ツアー     

・主な行事 

・北陸労金富山県本部と労福協会議 

・北陸労金と北陸三県労福協会議 

・第１６回囲碁・将棋大会        

各事業団体報告 

180 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.12.13 報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

・富山労福協関係 

・地域労福協関係 

 ・中央労福協関係 

・中部労福協関係  

・平成１８年度労働者福祉施策に関する予算要請 

・外郭団体 
 

 

 

 

 協議事項 

・連合・労金・全労済・労福協４団体合意具体化 

・事業団体新年祝賀会式次第 

・労福協「児童・勤労者第 26回スキーのつどい」 

・「ライフ支援セミナー」の開催 

その他  

・会館利用促進で県や市に要望を検討 

・新年号原稿  

・ボランティアクラブの検討 

各事業団体報告 



  

181 17.1.16 報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・1７年度 第４回三役会・第３回四役会議       

・労福協企画委員会   

・事業団体相互対策基金運営委員会 

・事業団体２００６年新年祝賀会  

・公益法人会計講習会 

・労働者福祉施策に関する要請 

・地域労福協関係 

・新湊地域労福協幹事会 

  ・地域労福協づくり 

協議事項 

・連合・労金・全労済・労福協４団体合意具体化 

・富山県生協からの申入れ対応 

・労福協「児童・勤労者第 26回スキーのつどい」 

・その他 

・ボランティアクラブ 

・富山労福協通常総会の開催日程 

当面の日程 

各事業団体報告 

182 18.2.13 報告事項 

・日誌報告 

・会務報告 

 ・富山労福協関係 

  ・第 215回理事会 

  ・第 181回企画委員会 

  ・事業団体相互対策基金第3回運営委員会 

  ・富山労働福祉協議会準備会 

  ・17 年度第 5回三役会 

  ・17 年度第 4回四役会 

・労働福祉施策に関する要請 

   ・児童・勤労者第 26回スキーのつどい実行委員会 

 ・中央労福協に関する事項 

  ・中部労福協会計監査 

  ・第 1回地方労福協会議 

・労福協センターに関する取組み報告 

協議事項 

・事業団体相互対策基金第 4回運営委員会 

・富山県生協への対応問題 

・富山労働福祉協議会（仮称） 

・政策担当実務者会議 

・富山労福協各種規程の見直し 

当面の日程 



  

事業団体報告 

183 18.3.10 第 182回企画委員会議事録承認 

報告事項 

・日誌報告 

・会務報告  

 ・富山労福協関係 

  ・第 182回企画委員会 

  ・事業団体相互対策基金第4回運営委員会 

  ・福祉事業団体政策実務者会議 

  ・第 1回役員選考委員会 

  ・富山労働福祉協議会第 2回準備会 

  ・3月常務会 

  ・第 2回役員選考委員会 

 ・中央労福協・中部労福協 

  ・中部労福協第 37回定期総会 

 ・地域労福協 

  ・魚津労福協幹事会 

  ・新湊労福協囲碁・将棋大会 

 ・事業報告 

  ・富山県中央メーデー第 1回実行委員会 

  ・労福協第 26回家族と児童のスキー・スノーボードのつどい 

・労福協センターに関する取組み報告 

協議事項 

・(財)富山県労働福祉基金 

・富山労働福祉協議会(仮称) 

・クレ・サラの高金利引下げ等を求める取組み 

・労福協次年度事業計画(骨子)と予算 

  ・労福協（労福協センター）事業計画と予算案 

・富山労福協各種規程の見直し 

・各団体の総会日程 

・当面の日程 

・各事業団体報告 

 

(8)中央・中部労福協関係会議 

年  月  日 会 議 名 

17 

 

 

 

 

 

4 

 

6 

 

 

7 

14 

18～19 

2～4 

6 

9 

4 

中部労福協 第 1回幹事会（大阪） 

中央労福協 05春期退職準備教育研修会（東京） 

中央労福協 全国研究集会（名古屋市） 

中央労福協 個人情報保護に対応するための研修会（東京） 

中部労福協 第 2回幹事会（富山） 

中央労福協 公益法人制度改革に関する勉強会（東京） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 

 

 

 

8 

9 

 

10 

 

 

11 

 

12 

1 

2 

 

3 

 

4～5 

1～2 

15 

6～7 

17～18 

18 

24 

29～30 

8 

26 

6～7 

23～24 

31 

 

中部労福協 第 3回幹事会（金沢） 

中央労福協 事業団体/地方労福協合同会議（箱根湯元温泉） 

中央労福協 第 3回エイジレス社会への挑戦研究会（横浜） 

中央労福協 第 5回地方労福協会議（東京） 

中部労福協 2005年度研究集会（和歌山） 

中部労福協 第 4回幹事会（和歌山） 

中央労福協 第 57回定期総会（東京） 

中央労福協 第 14回全国ボランティアフェスティバル火の国くまもと 

中部労福協 第 5回幹事会（愛知） 

中部労福協 第 6回幹事会（京都） 

中央労福協 第 1回地方労福協会議（東京）  

中部労福協 第 37回定期総会（石川） 

中央労福協 公益法人制度改革に関する意見交換会（東京） 

 

 

(9)北陸三県 労金・連合・労福協連絡会議 

年 月 日 主 要 議 題 

17.5.18 2004 年度 業務概況報告 

2004 年度 決算の概況 

中期経営計画及び 2005年度事業計画(案) 

2005 年度生活応援運動夏季キャンペーンの取組み 

全労済との業態間基本合意締結等 

第 3回通常総会 

17.8.2 

 

 

 

2005 年度 7月末 業務概況報告 

北陸労金の経営分析と全国労金状況 

自己資本強化対策（増資） 

2005 年度事業計画主要取組課題（融資拡大等） 

 (10)北陸三県 労福協・労(勤)信協懇談会 

年 月 日 主 要 議 題 

18.3.2 報告事項 

・ 各単協の事業概要 

・ 2005 年度北陸労(勤)信協活動状況 

要望事項 

・ 労福協と労(勤)信協の連携 

 

 

(11)北陸三県労福協 
年 月 日 主 要 議 題 

18.1.27 

 

 

北陸ブロック任務分担 

労金 3県連絡会議の開催 

全事業団体の連絡会議のあり方 

 

 



  

３．外部関係 

 

外郭 各種団体と役員   

富山県総合計画審議会 総合部会 委    員 草嶋  安治 

富山県総合計画審議会 活力部会 委    員 三邊   進 

富山県総合開発審議会(産業・国際部会) 委    員 草嶋  安治 

富山県新産業創造アクション会議 委    員 草嶋  安治 

富山県生涯学習審議会 委    員 草嶋  安治 

富山県医療審議会 委    員 草嶋  安治 

富山県地域医療推進対策協議会 委    員 草嶋  安治 

富山県がん対策推進本部委員 委    員 草嶋  安治 

富山県健康づくり県民会議 委    員 宮本  久雄 

富山県うつ病対策協議会 委    員 宮本  久雄 

財団法人 富山県健康スポーツ財団 理    事 草嶋  安治 

財団法人 とやま環境財団 理    事 

運営委員 

草嶋  安治 

宮本  久雄 

財団法人 ひとづくり財団 理   事 草嶋  安治 

財団法人 富山県民福祉公園 理   事 草嶋  安治 

社会福祉法人 富山県社会福祉協議会 理   事 

評 議 員 

草嶋  安治 

宮本  久雄 

特定非営利活動法人      

富山県民会議ボランティア総合支援センター 

理    事 

委    員 

草嶋  安治 

草嶋  安治 

富山市勤労者福祉サービスセンター 理    事 宮本  久雄 

高岡市勤労者福祉サービスセンター 理    事 宮本  久雄 

社会福祉法人 富山県共同募金会 理    事 

配分委員 

草嶋  安治 

宮本  久雄 

富山県民芸術文化祭実行委員会 委    員 草嶋  安治 

富山県献血推進協議会 委    員 草嶋  安治 

財団法人 介護労働安定センター 理    事 草嶋  安治 

富山空港国際定期便開設促進協議会 常任理事 草嶋  安治 

富山県民福祉推進会議 委    員 草嶋  安治 

美の祭典越中アートフェスタ実行委員会 委    員 宮本  久雄 

財団法人 富山県いきいき長寿財団 理    事 

評 議 員 

草嶋  安治 

宮本  久雄 

富山社会保険委員会 委    員 西田   晋 

外郭 会員団体  

富山県南米協会 

富山県民歩こう運動推進委員会 

上海便を育て発展させる会 

北陸新幹線建設促進富山県民協議会 

パークアンドライド促進会議 

富山県ごみゼロ推進県民会議 

特定非営利活動法人あわすの   



  

Ⅰ-２  労福協富山労働福祉協議会活動報告 

１，経過について 

1）富山県労働者福祉事業協会では、2004 年の総会から「地域労福協の組織づくり」

の検討を開始しました。 

この間、連合構想の「地域における生涯福祉の実現をめざし、助けあい支えあいの

ネットワークづくりを推進する」ため、連合富山や福祉事業団体とも意見調整をはか

りながら、労福協の理事会・企画委員会での協議・確認に基き、連合の各地協合同会

議や福祉事業団体実務者会議を通じ「地域における労働福祉活動のあり方やシニア対

策」について検討してまいりました。 

2）昨年８月、中央において「勤労者の暮らしにかかるサポート事業」の４団体（連

合・労金協会・全労済、労福協）合意に至ったことから、富山県においても連合の大

会以降から「具体化推進会議」を３回開き北陸労金、全労済、連合富山、労福協で一

定の進め方を確認するに至りました。 

3）労福協では、富山県をはじめ行政からの補助金を受けていることから、非収益

事業会計の透明性を一層明確に区分して掌る執行機関を労福協理事会の下に設ける

ことにしていました。 

4）連合富山には事務所や連絡員を担っていただくことから「各地協事務局長合同

会議」で細部の進め方を検討していただいたところ、「勤労者の暮らしにかかるサポ

ート事業については２年間方向を検討する。いきなり地域組織づくりを進めるのは時

期尚早であるが、県下各地協の４地域で補助金事業を掌る協議会の具体的な取り組み

を開始しながら、将来の勤労者の暮らしにかかるサポート事業や地域組織づくりを展

望して検討する」との結論を受けました。 

 5）今後は、具体的な取り組みを通して組織づくりに努めることを確認して、労福

協第２１６回理事会で富山労働福祉協議会の規程を確認・設立総会を開きました。 

 

Ⅰ-３  富山県勤労者総合福祉センター活動報告 

（1）ボルファート会館事業報告 

 ①テナントの状況については、日本オーチスエレベーター(10 階)、ボルファート衣

装サロン(１階)、田中美容院(１階)が解約されました。また、産業雇用安定セン

ター(10 階)が 10 月よりテナントの半分を解約されました。そのため、昨年度よ

り家賃収入が大きく減収となりました。 
 ②10 月に、会館施設において社会問題となっているアスベスト(石綿)の検査を実施

した結果、「問題なし」との報告を受けました。 
 ③消防訓練を２回実施しましたが、３月の訓練時には消防署との共同訓練を行ない

ました。 
 ④昨年度策定した「経営改善計画」について進捗状況を点検した結果、改めて見直

しが必要となり「労福協センター経営改革」に向けて、新たに「経営改善策」を

策定し理事会に提起しました。 
 ⑤会館施設については、老朽化した機械設備や会館施設の改修に迫られていますが、

(株)ボルファートとやまからの要望を含め業者による概算見積を行なった結果、

改修費用は概算で約２億円超となることから資金の手当てを含め計画的に実施

していきます。 



  

 ⑥管理諸経費の特徴として、重油高騰が大きく影響し水道光熱費が計画比 300 万

円の増加となりました。 
 ⑦収入については、家賃収入の減収により計画比 99.5％となりました。 
 ⑧収入の減収による借入金(当座借越)の増加や、業務委託手数料、家賃の未納によ

り未収入金が増加となり一段と厳しい状況となりました。 
 ⑨収支状況については、当期計画 650 万円に対し 330 万円となり計画を下回る結

果となりました。 
 ⑩業務委託先の(株)ボルファートとやまの営業拡大に向けて、富山市以外の各労働

組合へ帯同オルグを行ないました。併せて理事、監事の皆さんにビアホールのチ

ケットやおせち料理の販売にご協力をいただきました。 
 ⑪各種会議の開催については、ボルファート会館委員会１回、ボルファート経営委

員会２回の開催に留まりました。 
  
2. 会議報告 

（1）ボルファート会館委員会 

回 次 年 月 日 主 要 議 題 

17-1 

 

 

 

 

17.12.2 

 

 

 

 

テナントに関わる事項 

会館の改修工事等 

 ・ボルファートとやまからの要望事項 

 ・会館の機械設備の改修工事 

（2）ボルファート経営委員会 

回 次 年 月 日 主 要 議 題 

17-1 

 

 

18.2.3 

 

 

労福協センター「経営改善計画骨子案」 

㈱ボルファートとやま「2006年度運営上の課題と経営施策案」 

労福協センター「経営改善に係る具体策」 

17-2 

 

 

18.3.17 

 
 

労福協センター経営改善具体策の取扱い 

平成 17年度決算見込と平成 18年度予算案 

会館施設・設備の改修計画案 

   

 



  

第３号議案 平成１８年度事業計画 承認の件 

 

Ⅲ―1  富山県労働者福祉事業協会 一般事業 

 

（１）はじめに 

１）小泉自民党政権は、「市場経済最優先・競争原理万能とする手法」による「格差

拡大社会」を加速させています。サラリーマン増税や医療保険・年金をはじめとす

る社会保障制度の改悪など、まさに国民に痛みを押しつける路線を突っ走って将来

生活への不安は高まる一方であります。 
おびやかされる食の安全、環境破壊や多発する自然災害、自己破産による自殺・

凶悪犯罪の増加など生活不安が放置されています。今こそ、安心・公正・連帯にも

とづく「労働を中心とした福祉型社会」をめざして活動を進めることが求められて

います。 
２）「団塊の世代」を導火線とする高齢化の進展・人口減少などに象徴される社会構

造の急激な変化は、地域での新たな環境における厳しい市場競争が求められます。 
労働組合や労働福祉事業団体が労働者の暮らしを生涯にわたって支援する中心

的な組織として活動しつづけるには、新たな環境課題の克服に努める「協働の体制

づくり」を急がなければなりません。 
３）労働運動・労働福祉運動で先輩が培った運動をしっかりと継承しながら新たな方

向性を見定め、連合富山や福祉事業団体が一層の相互協力で地域における「すべて

の労働者が報われる社会づくり」ネットワークを広げ、「協同・互助・連帯」のう

ねりをつくりだす役割を果たさなければなりません。 

 

（２）活動の基調  

１）これまで取り組んできました「行政」からの補助金事業は、「富山労働福祉協議

会」として総力を挙げて継続して取り組みを進めることとします。 
２）「公益法人制度改革」に対応した「より鮮明に公益性を深めた事業展開」をする

ことで、地道であっても着実な成果を積み重ねることにします。 
３）職場・地域で労働福祉事業団体との連携を密に「労働者と家族が抱えるさまざま

な生活支援・サービスの活動」に幅広く取り組むこととします。 
４）夢ある地域社会の創造・活性化に貢献する地域に根ざした労福協の組織づくりを

推進するなど、勤労者のニーズに対応した多様な事業展開を図ることにします。 

５）「勤労者総合福祉センター」事業の健全経営に向けた抜本的な再生では、不退転

態勢でボルファートとやまと表裏一体果敢に挑戦することにします。 

６）着実に一歩を踏み出す要は、勤労者の生活向上に貢献し続けています連合富山や

福祉事業団体との協力・協働でこそ真価が発揮されることになります。 

 
（３）通年的な取り組み  
１） 勤労者の暮らしにかかるサポート事業実現に向けた取り組み 

「勤労者の暮らしにかかるサポート事業のための４団体（連合、労福協、労金協会、全労済）

合意・確認事項」に基づき、勤労者の生活実態にトータルで対応する新しい労働福祉事業を

地域で展開する視点で、連合富山の働き掛けに積極的に呼応して取り組みます。 

２） 事業団体との連携を強化して生活支援事業の取り組み 



  

今後も労働組合と福祉事業団体が自らの役割と特性を活かした地域拠点づくりを強化し、

勤労者の暮らし全般にかかわる生涯生活支援事業を県内全域で取り組む地域組織の強化に努

めて行きます。 

３） 政策・制度要求実現の取り組み 
平成１９年度予算編成にあたり、富山県、富山市、市町村会館管理組合はじめ各市町村に

対する「勤労者の福祉施策としての政策・制度要求」をまとめ、今日まで培った運動と成果

を踏まえ連合富山総研とも連携を図り要求実現の取り組みを推進します。 

４） ボランティアのネットワークづくりの取り組み 
災害は時も場所も人も選びません。災害発生時に「いち早く救援・復興活動にとりかかる

ことができる体制」を日頃から確立しておくことが大切であります。災害発生時に災害ボラ

ンティア活動を円滑に遂行させるためボランティアクラブを設置して緊急対応策をつくりあ

げていきます。 
５） 地域労福協の取り組み 
  団塊世代が定年を迎え就労者減と急速に進む少子高齢化の人口減少社会、勤労者の暮らし

に関する不安を解消し「ゆとり豊かさ」を推進するため、退職後の領域にも運動のウイング

を拡げた取り組みを展開していきます。 

① 社会構造転換時代に勤労者の生活実態にトータルで対応する「新しい労働福祉事業の展

開」が求められますことから、労働組合や福祉事業団体との連携強化で地域労福協づく

りを推進します。 

② ダイナミックに変貌する時だからこそ民間企業の規模や官民の枠を超えた「勤労者の多

面的なニーズに沿ったシステム」を研究開発することが求められています。 

③ 年金など社会保障の後退など国民生活苦難に直面しています。健全・安心・安全な生涯

生活支援するシニアの仲間とも連携した取り組みを推進します。 

６） 公益法人会計基準見直しと制度改革対応の取り組み 
平成１８年度会計から基準見直しに対応した取り組みを図った。今後は一層、公益法人制

度改革の対応が求められ公益性が審査されることから、厳密に不特定多数の者の利益の実現

を目的とした事業や一層の公益事業推進に取り組みます。 

７） 労福協５０周年記念事業準備の取り組み 
富山県勤労者福祉協会は昭和２７年１１月に設立され、昭和３５年１０月３１日に社団法

人富山県労働者福祉事業協会を取得したことから、平成２１年（２００９)年に５０周年を迎

えることになります。引き続き準備作業に入ります。 
 

（４）受託事業の労働者福祉基金の取り組み 
運用財産の残高少ない中、基本財産の取り崩しを検討したが無理であることが判明した。ペ

イオフ対策など運用益が少ない今日、北陸労金の決済性預金まで検討が求められています。 

厳しい状況下でありますが、日常経費の削減に努めながら多くの勤労者の要望に応えられる

次の事業の継承に努めます。 

① 保養施設の宿泊料金助成事業（１６指定保養所  １人につき１，０００円） 
② スキー場リフト券の助成事業（立山山麓スキー場リフト券の補助１，０００円） 
③ 海の家利用助成事業（石田浜、岩瀬浜、島尾、千里浜） 

④ 教育・福祉ローンの信用保証料助成事業（育児・介護休業、出産・子育て） 

⑤ 文化施設利用補助事業（富山県水墨美術館・富山県近代美術館） 

 
（５）中小企業勤労者福祉サービスセンターの広域化と充実に向けた取り組み 



  

   富山県の中小企業勤労者福祉サービスセンターでは、それぞれ自立化に向け事業運営の改

善・充実を図られています。 

勤労者の福利厚生に寄与する中小企業勤労者福祉サービスセンターとして事業の充実・活

性化を促進するためにも、広域化を実現と新たな広域地域で中小企業勤労者福祉サービスセ

ンターの設立が望まれています。 

「中小企業勤労者福祉協議会」が設けられ、先進的な事例視察（川口市・町田市）や情報

交換など相互の理解を深め、市町村単位にサービス運営支援委員会の設置など、着実に前進

しますよう積極的な取り組みを進めます。 

 

Ⅲ―２  富山労働福祉協議会事業（補助金事業）  

 

（１）協議会がめざす主な事業 

富山県勤労者の社会的地位向上に向け、地域における福祉事業全般に寄与する

ため次の事業に取り組みます。 

１）勤労者の生活改善、サポートに関する事業 

２）勤労者の福祉相談、子育て支援に関する事業 

３）勤労者の保健、文化・スポーツに関する事業 

４）勤労者の自主福祉・ボランティア活動に関する事業 

５）地域における勤労者の福祉事業促進に関する事業 

６）その他、目的達成に必要な事項 

 

（２）重点的な取り組み  
協議会がめざす主な事業から今年度は次の事項などを幹事会で協議します。 

１） 生活支援で事業団体との連携した取り組み 
２） 中小企業勤労者福祉サービスセンターの充実に向けた取り組み 
３） 自主福祉・ボランティアのネットワークづくりの取り組み 
４） 地球環境保護に向けライフスタイル見直しの取り組み 
５） 公益目的に関する事業に対応した取り組み 
６） 福祉相談、子育て支援、 
７） 退職者・高齢者との連携強化の活動 
８） 労働福祉運動発展の計画的・持続的な学習活動 
 

（３）具体的な活動 

  基本的には今日までの取り組みを踏襲しながら、次の具体的な活動を幹事会で協

議・推進します。 

１） 文化・福祉に関する活動 
① 福祉講演会＆ライフ支援セミナーなど各種セミナーの開催   
② 災害ボランティア講座や賢い消費者出前講座         

③ 労働者の祭典            

④ 勤労者囲碁・将棋大会           

⑤ 富山県新しい美術展         

２） 勤労者の健康維持増進に関する活動 

① 富山県勤労者第１回ボウリング大会  

② ゴルフコンペやパークゴルフ大会          



  

③ 富山県勤労者ビーチボール大会      

④ 富山市勤労者ソフトボール大会    

３） スキー・スノーボードのつどい     

４） 国際交流に関する活動（ＩＬＯ事情調査団の派遣や日中友好交流）  

５） 労働日誌・労働時報の発行事業 

６）富山労福協受託の「（財）富山県労働福祉基金」に協力する。 
① 保養施設の宿泊料金の助成（１７指定保養所  1,000 円） 
② スキー場リフト券の助成（立山山麓スキー場リフト券 1,000 円） 
③ 海の家利用補助券の発行（石田浜、岩瀬浜、島尾、千里浜） 

④ 教育ローン・福祉ローン（育児・介護休業ローンなど）保証料助成 

 

（４）今後の検討課題 

1）勤労者の暮らしにかかる生活支援サポートに関する課題 

 中央における「４団体合意実務者連絡会議」の確認を踏まえ、引き続き「４団体合

意具体化推進会議」で検討されることから、連合富山の呼びかけに積極的に連携して

取り組みを進めることにします。 

2）地域の組織に関する課題 

 地域の「連絡会」組織づくりについては、「協議会の事業を取り組みの中で地域組

織づくりの可能性」を研究・模索することにします。 

3）地域のシニア対策の課題 

連合富山の高退連合とも相談しながら地域組織づくりを検討しながら、整え次第代

一歩を踏み出すことにします。 

 

Ⅲ―3 富山県勤労者総合福祉センター事業（収益事業） 

 
（１） 事業計画 
1）経営改善計画に基づき、安定的収入の確保に向けテナントの空き室対策を重点課

題に取組みを行います。 

2) 労福協センター並びに(株)ボルファートとやまの経営診断と経営改善を目的とし

て、経営コンサルタントを導入します。 
   ①部門別損益計算による現状分析と目標の設定 
   ②中期５ヵ年計画の策定 
3)  会館の維持・管理を目的として、建物診断を実施して会館の機械設備等の中長期

修繕計画を策定します。 
4)  来館顧客の利用拡大に向けて、環境整備を含めて会館施設の改修計画を策定し予

算に合わせて計画的に改修を行ないます。 
5)  空き室対策を重点課題として、県、市等労働行政機関への要請活動や不動産業者

への営業活動を強化します。１階テナントの対応について抜本的な見直しを実施 
6)  宴会、貸室(会議)利用等の拡大に向けて、労福協役員による年間を通して労働組

合への利用要請オルグを(株)ボルファートとやまとの連携強化した営業活動を展

開します。 
7)  支出経費の削減に向けて、各契約内容について見直しを図り一般管理費等恒常的

費用の圧縮に努めます。 
 



  

（２）ボルファート経営委員会やボルファート会館委員会の定例的開催 
1）経営改善計画の実施に向けた諸施策の決定や進捗状況の点検を行なうためボルフ

アート経営委員会を定例的に開催します。 
2）テナント対策や会館施設の維持・管理について検討行なうためボルファート会館

委員会を定例的に開催します。 
 
（３）労福協センター経営改善に向けてプロジェクトチームの設置 
  労福協センターの改善を図るために、ボルファート経営委員会および労福協理事

会で「労福協経営改善計画」を提起し、連合富山をはじめとした労働界、各福祉事

業団体、北陸労働金庫への支援要請事項をまとめました。理事会での論議を踏まえ、

支援事項の具体化を図ることを目的として労福協本部プロジェクトチームを設置

しました。 
  各プロジェクトでは、労福協センターの経営改善への具体的な支援策について検

討を進め骨格作りに努めました。 
１）プロジェクトの課題 
 ①連合富山をはじめとした労働界への支援要請内容について、実施可能なものから具体化する。

併せて優先順位をつけてスケジュールの確定を行ないます。 

 ②福祉事業団体への支援要請内容について、項目別に具体化を図り各事業団体への要請内容を

確定することにしています。 

 ③(株)ボルファートとやまの経営改善策を検討する。経営改善に繋げるための諸施策の具体化

を図り、各事業のあり方についても検討します。 

 ④北陸労働金庫への支援要請内容を検討し要請して北陸労金と協議いたします。 

２）プロジェクトの構成 
  労福協内にプロジェクト本部を設置し、①～③の課題別にプロジェクトチームを設置しまし

た。 
  また、北陸労働金庫に対して「要請書」を提出し、具体的な支援事項について検討を要請し

ました。 
３）検討期間 
  当面５月総会までに骨格策定するために全力を尽くしその後施策の具体化を図るため一定期

間を定め継続して集中的に取り組みを強めます。 
４）開催状況並びに主な協議内容 

①プロジェクト本部会議 

  第１回 ４月 30日(日) 

・プロジェクトチームの設置と課題整理および今後の進め方 

  第 2回 5月 28日(日) 

   ・各プロジェクトの協議内容と具体的な支援策の取組み 

 ②労働界からの支援策検討プロジェクト会議 

  第 1回 5月 15日(月) 

   ・具体的な支援策の検討と今後の取組み 

 ③福祉事業団体からの支援策検討プロジェクト会議 

  第 1回 5月９日(月) 

   ・労福協センターの現状と課題および支援策の検討 

  第２回 ５月 18日(木) 

   ・労福協会費および事業団体相互対策基金の検討 



  

 ④(株)ボルファートとやま経営改善策プロジェクト会議 

  第１回 ５月 16日(火) 

   ・(株)ボルファートとやまの現状分析と具体的な支援策の検討 



  

第 4 号議案  平成 18 年度 予算承認に関する件

 

Ⅳ-1 労福協一般会計予算 

（１）富山労福協会計の予算編成にあたって 
１）富山労福協の基本会計は、非収益事業の一般会計とします。 
２）特別会計は、非収益事業の①富山労働福祉協議会（補助金事業）をベースに、そ

の他として②事業団体相互対策基金・③事業団体等組織対策費・④体制強化資金・

⑤役員退任慰労金積立金・⑥退職給付引当金・⑦国際交流基金・⑧50 周年記念事

業積立金・⑨ILO 派遣費とし、収益事業の⑩富山県勤労者総合福祉センター会計と

ます。 
（２）一般会計  
１）収入について 

①各団体の会費収入は、61,750,000 円としました。 
②雑収入は、（財）福祉基金からの業務受託費など 2,400,000 円としました。 
③前期からの繰越金については 3,839,105 円となります。 

２）支出について 
①活動費は、事業費として組織対策や労働福祉基金助成担金など 11,722,500 円と

補助金事業（協議会）の 11,000,000 円、労福協センターに 13,000,000 円、体

制強化資金 3,576,000 円（返上報酬分）、役員退任慰労金積立金 2,550,000 円、

事業団体対策費・国際交流など計 33,026,000 円としました。 
②人件費については、労福協センターの人件費負担を含めて役職員（役員１名、

職員２名）３名体制の費用 18,330,000 円を予算化しました。 
③ 管理費については、4,940,000 円となります。 
④ ３年後の５０周年記念事業として、1,000,000円を積立します。 

 

Ⅳ-２ 特別会計  
（１） 富山労働福祉協議会（補助金事業）特別会計 

① 昨年度から、自治体からの補助金事業を対象に「補助金事業特別会計」を設

けて執行してきたが、今年度から「富山労働福祉協議会」を設立し事業を掌る

ことにします。 
② 収入については、労福協の事業助成金 11,000,000 円と自治体からの補助金

5,994,000 円などの 17,391,780 円で計上します。 
③ 支出については、事業費 8,700,000 円、人件費 6,380,000 円、管理費 1,700,000

円とします。 
④ 具体的な事業執行は、事前に富山労働福祉協議会幹事会で承諾を得ることに

します。 
（２）事業団体相互対策基金 特別会計 

① 会費収入は、11,300,000 円計上します。 
② 基金の適用の申し込みは、事業団体相互対策基金運営委員会で審査し理事会

に報告します。 
（３）事業団体等組織対策費 特別会計 

① 一般会計から 500,000 円を繰入します。 
② 支出については、事業費 1,400,000 円、事務費 847,740 円とします。 



  

③ 予算以外に充当するときは、事前に企画委員会で検討し理事会に報告します。 
（４）体制強化資金 特別会計 

① 一般会計から役員報酬返上分の 3,576,000 円を繰入します。 
② 資金適用の申し込みは理事会で審査し、その可否を決定する。 

（５）役員退任慰労金積立金 特別会計 
① 引当算定額に見合う金額として一般会計から 2,550,000 円を繰入します。 
② 充当するときは、支給基準により理事会の承諾を得ることにします。 

（６）退職給付引当金 特別会計 
① 退職金支給規程による中退金以外の不足引当額として一般会計から 900,000

円を繰入します。 
② 充当するときは、事前に理事会の承諾を得ることにします。 

（７）国際交流基金 特別会計 
① ＩＬＯなど海外視察派遣などに充当額として一般会計から 500,000 円を繰入

します。 
② 充当するときは、事前に理事会の議を得ることにします。 

（８）５０周年記念事業 

① 一般会計から 1,000,000 円を繰入します。 
（９）ＩＬＯ派遣費 

① 国際交流特別会計から 500,000 円を繰入します。 
② 参加費として 400,000 円を計上しました。 

 
（10）富山県勤労者総合福祉センター 特別会計 
〔収 入〕 

① テナント収入については、撤退並びに賃料の引下げにより減収となる。 
② 業務委託手数料については、(株)ボルファートとやまとの調整により 7,000 万

円とした。但し、従来の人件費分と役員手当(非収益部門より支出)を(株)ボル

ファートとやまにて支出することとした。 
③ 特別利益として、非収益部門より 1,300 万円の繰入れを見込んだ。 

〔支 出〕 
① 人件費については、防災センター室分とし事務担当者分を非収益部門で負担し

てもらうことにより圧縮した。 
② 水道光熱費については、重油の高騰が継続するものとして予算計上した。 
③ 支出科目の整理のため、事務雑費・印刷費・図書費をまとめて事務諸経費とし

た。 
④ 営繕費についは、改修費用として８００万円計上した。 
⑤ 保守料については、エレベーター等の契約変更(減額)により 2005 年度見込額

より減額して５２０万円とした。 
⑥ 維持清掃費については、行政からの新規検査や検査項目の追加により増額した。 
⑦ 会議費、旅費交通費については、非収益からの援助を排し必要経費として計上

した。 
⑧ 負担金については、会計法上困難なため事業団体相互対策基金分の５５万円を

減額した。 

 



  

 

 

第 5 号議案  平成 18 年度借入金最高限度額の承認に関する件

 

平成１８年度における理事会権限による借入金最高限度額を 15 億円といたします。 
 

 

第 6 号議案  富山県労働者福祉事業協会の諸規定改正に関する件

  

別紙の定款、諸規定集の通り改訂することにします。 

 

 

第 7 号議案  任期満了に伴う役員改選に関する件

 

任期満了に伴う役員を別紙名簿のとおり選出します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 60 回通常総会スローガン（案） 
 

 

活力ある福祉社会 

           地域共生で暮らしに夢を! ! 

 

  

 


